
桂川嵐山地区河川整備における検討経緯

嵐山地区の河川整備において、治水・環境・景観・観光等に関する助言等を行い、
観光産業への影響を含め、嵐山地区の景観や利用に配慮した河川整備の計画につ
いて検討を行うことを目的に平成２４年７月に設立した委員会です。

● 桂川嵐山地区河川整備検討委員会とは ・ ・

● 淀川水系河川整備計画(平成21年3月31日) 抜粋
嵐山地区についても、戦後最大洪水である昭和28年台風13号洪水への対応を目指した
整備を実施する。整備にあたっては、嵐山地区の優れた景観及び伝統的な行事等に配慮
するため、学識経験者の助言を得て、景観、自然環境の保全や親水性の確保などの観点
を重視した河川整備の計画について調査・検討する。

検討委員会の進め方

情報共有
(河川管理者)

桂川嵐山地区河川整備検討委員会
(平成24年7月23日設立)

■検討委員会の検討内容について、地域のご意見を
お聞きする為、地元連絡会を設立し、地域との情報
共有をしながら検討委員会を進めています。

また、平成28年3月に地元検討会を設立し、より良
い嵐山地区の整備に向けて地元主体で議論頂いて
おります。

●より良い嵐山地区の整備に向け地元において議論。
※地元主体で議論を行い、行政は議論に必要な資料・情報の

提供などサポートを行う

桂川嵐山地区河川整備地元検討会
(平成28年3月3日設立)

桂川嵐山地区河川整備地元連絡会
(平成24年6月26日設立)

・行政(京都市、京都府、国)

・ 地元代表者(嵐山保勝会、嵐山の清流を守る会、遊船・土地
改良区・漁協等の団体、自治会)

●河川整備の計画について検討。

・行政(京都市、京都府、国)

・学識経験者(歴史・文化、景観、治水、観光等)

●検討委員会における検討内容等について意見

・第6回検討回以降は、緊急治水対策として実施する

溢水対策、抜本対策（H16洪水対応）、ソフト対策等に

ついて、地元検討会における地元主体の議論、地元

連絡会、検討委員会での確認を経て合意形成を図る

ことといています。

これまでの検討経緯と主な議事内容

第１回 （平成24年 ７月２３日）

第２回 （平成24年1２月１7日）

◎桂川嵐山地区の現状と課題について
◎桂川嵐山地区河川整備検討委員会の進め方 等

◎桂川嵐山地区の歴史的変遷について
◎単独メニューを例とした景観、観光等への影響把握
◎現地視察 等

第３回 （平成25年 ３月１１日）
◎組み合わせ案を例とした景観、観光等への影響把握
◎早急に着手可能な暫定対策メニュー案の提示 等

第４回 （平成26年 １月２７日）

◎平成25年9月台風18号の災害状況と緊急的
な対策について

◎景観への影響の小さい暫定対策について 等

第５回 （平成26年10月２１日）
◎6号井堰部分の流下能力向上対策について
◎嵐山地区の水位情報等の提供について 等

第６回 （平成2７年1１月１７日）

◎6号井堰の撤去等について 等

具体的にどの景観が大事か共有していくことが重要

治水メニューの組合せに関して、できるだけ定量的に
示し、整備効果や景観に及ぼす影響を示されたい。

水防活動時の地元リスクを前提に判断しなけ
ればならず、慎重な判断が必要である。

道路の嵩上げを最小限に、パラペットの設置も嵐山
にふさわしいデザインを検討されたい。

6 号井堰撤去は、川に大きな変化をもたらすので
モニタリングしていくことが一番大事

今後の進め方として地元の意向が大事。早期
に地元検討会を立ち上げられたい

１



桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第１回）の概要
○桂川嵐山地区における治水上の現状と課題について、過去の主な洪水

被害も含めて整理し、ご意見を頂きました。

昭和28年当時
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計画高水位より低い範囲
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桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第２回）の概要
○嵐山地区の歴史的変遷についての整理や現地視察を行いました。
○また、河床掘削、河道拡幅、堤防嵩上げ それぞれ単独で目標流量の整

備を行った場合（以下、単独メニューという）の影響の感度分析を行い、ご
意見を頂きました。

①嵐山地区の歴史的変遷等を整理

▼計画高水位

余裕高0.6m

河床掘削 単独 案

【中の島】

【左岸】 【右岸】

▼計画高水位

余裕高0.6m 【中の島】

【左岸】 【右岸】

河道拡幅 単独案

堤防嵩上げのみで対応
する場合の必要な水位

【中の島】

堤防嵩上げ 単独案

【左岸】 【右岸】

河床掘削単独で洪水等を計画高水位
以下で流下させようとすれば、渡月橋
の基礎が露出するため、コンクリート巻
き立て等による補強が必要となる等の
影響が出ると想定されます。

道路の嵩上げにより、商業施設から河
川への眺望や渡月橋からの景観が変
化することや周辺施設から道路へのア
クセスが悪化することが想定されます。

治水対策において景観を構成するものを改変する場
合には、歴史（改変の度合い）、景観（嵐山地区全体
の見え方）に対する影響を評価する必要があります。

渡月橋のイメージ（ＣＧ）

渡月橋下流左岸からの眺望

露出する基礎部をコン
クリートで巻き立て

河床掘削約2.7m

現況河床高

現状

■河床掘削 単独案による影響の例

渡月橋延伸:約60m

戦後最大洪水対応の堤防法線
H16年洪水対応の堤防法線

中の島公園の約半分
が消失

商業施設等の建物の移転
H16年洪水対応：約20軒
戦後最大洪水対応：約100軒

中の島の約半分は消失、左岸側が拡幅
されることより、公園内の一部や左岸側
の商業施設（飲食、物販、宿泊等）の移
転や渡月橋延伸が必要になると想定さ
れます。

■堤防嵩上げ 単独案による影響の例

渡月橋左岸上流のイメージ（ＣＧ） 現状

戦後最大洪水対応：約3.1m H16年洪水対応：約2.6m

※)嵩上げ高は18.1k地点

余裕高1.2m

※余裕高・・・河川管理施設等構造令により洪水時の波浪・うねり・跳水等による一時的な水位上昇
や洪水時の巡視水防活動を行う場合の安全確保等のために定められた高さ。
堀込形状の場合は0.6m程度。有堤部については、1.2m。

■河道拡幅 単独案による影響の例

②現地視察の状況

③単独メニューによる景観、 観光等への影響

３

※感度分析のために提示したものであり、
本内容で進めていくものではありません。



○第2回委員会での単独メニューによる影響やご意見を踏まえ、第3回委員会では、
河道拡幅と河床掘削を組み合わせて必要な河積を確保する案を提示し、ご意
見を頂きました。

○また、早急に安全度を上げる対策として、どの対策案になっても必要となるメニュー
として暫定対策メニューを提示し、ご意見を頂きました。

一の井堰改築

6号井堰改築(撤去)

道路嵩上げ
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の設置

渡月橋基礎補強

河床掘削

河床掘削

河床掘削

凡例

・・共通項目

・・H16洪水対応

・・戦後最大洪水対応

一の井堰改築

6号井堰改築(撤去)

渡月橋基礎補強

道路嵩上げ
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の設置

河床掘削

河床掘削

中の島
開削

約4,300m2

河床掘削

一の井堰改築

6号井堰改築(撤去)

道路嵩上げ
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の設置

中の島
開削

約4,300m2

河床掘削

中の島
開削

約11,600m2

河床掘削

河床掘削

中の島を現況保全する案
H16対応で中の島を現況保全し、戦
後最大対応で中の島を開削する案

渡月橋の基礎補強をしない案

6号井堰
改築（撤去）

◆嵐山地区H16暫定対策（案）

掘削箇所

桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第３回）の概要

① 組み合わせ案による景観・観光等への影響

（案１の主な影響把握）
案１については、現況保全する為、他案と
比較して大きく河床を大きく掘る案であり、
水面が低くなったり、一の井堰の改築後の
高さが高くなります。

凡例

・・共通項目

・・H16洪水対応

・・戦後最大洪水対応

凡例

・・共通項目

・・H16洪水対応

・・戦後最大洪水対応

(案１) (案２) (案３)

（案3の主な影響把握）
案3については、渡月橋の基礎補強をしない
案である為、河床を掘る深さを他案と比較し
て浅くできますが、中の島の開削が平成16
年洪水対応で必要となります。

（案2の主な影響把握）
案2については、案1と案3の中間案となりま
すが、渡月橋の基礎補強や戦後最大洪水時に
は中の島の開削が必要となります。

②暫定対策メニュー案の提示
平成16年洪水対策に必要となるメニューに施工に手戻りが無い範囲で対策案を設定しました。

○組み合わせ案については、ご意見を頂けるようたたき台としてご提案させて頂いたものであり、この案で決定という事ではな
く、景観等に配慮した治水対策について、今後も幅広く意見を聞きながら、合意形成を図りつつ検討していきます。

○暫定対策メニューについても、検討委員会において引き続き検討していきます。

４

※感度分析のために提示したものであり、本内容
で進めていくものではありません。

【H16年洪水対策に必要となるメニュー】
①左岸の道路嵩上げ ②パラペット等の設置
③6号井堰改築（撤去） ④一の井堰改築
⑤河床掘削や中の島開削による河積の確保

【早期実施が可能な対策（暫定対策（案））】
①左岸の道路嵩上げ ②パラペット等の設置
③6号井堰改築（撤去）
④土砂堆積が著しい箇所の河床掘削



桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第４回）の概要

○第４回検討委員会では、平成２５年９月台風１８号出水状況及び出水を踏
まえた緊急的な対策、景観への影響の小さい暫定対策についてご意見を頂
きました。

① 平成25年9月台風18号を踏まえた対応方針と緊急的な対策

台風18号を受けて、緊急的に
堆積土砂の撤去を実施。その
上で、景観等への影響の小さ
い河道対策を中心とした暫定
対策を検討委員会において検
討し、浸水被害の軽減を図って
います。

［緊急的な対策］
①堆積土砂撤去

［景観への影響の小さい暫定対策］
①左岸の道路からの溢水対策
②6号井堰部分の流下能力向上

対策

一の井堰

渡月橋

中の島公園

桂川

渡月小橋

桂川派川

平成25年９月１６日 １１時頃
中の島公園付近航空写真

■ 台風18号被害状況報告 ■
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平成25年９月１６日 １５時頃
渡月橋上流の左岸道路の浸水状況

② 景観への影響の小さい暫定対策

暫定対策については、主に左岸側の道路から、平成
16年洪水を溢水させない対策を提案させて頂きました。

景観への影響に配慮し、車道と歩道を膝丈程度で段々
に嵩上げ（20㎝～30㎝）し、平成16年洪水を溢水させ
ない高さのパラペットを設置する案を提示しました。

※一例を示しています。

左岸側の道路嵩上げ及びパラペット案

○緊急的な対策（堆積土砂撤去）の実施に
ついては、ご了解を頂きました。

○緊急的な対策（堆積土砂撤去）は、施工
時期等について地元住民や関係機関等
と調整を行ったうえで実施させて頂きます。
（平成26年度から実施予定）

○左岸側道路からの溢水対策については、
委員会等においても種々の意見があり、
引き続き、検討していきます。

○平成16年度洪水を計画高水位以下で安
全に流下させる対策については、幅広く
意見を聞きながら合意形成を図っていき
ます。

◆◆第４回委員会を受けて◆◆



渡月橋

堰撤去前後のH25T18号規模洪水ピーク時の流速分布を比較。
罧原堤等の下流の流速変化は小さく、影響は小さいと想定。

○第５回検討委員会では、嵐山地区の堆積土砂の撤去および護岸災害復旧
工事、６号井堰部分の流下能力向上対策、水位情報等の提供について
ご意見を頂きました。

堆積土砂の撤去および護岸災害復旧工事

6号井堰撤去による効果と影響
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H16T23洪水 6号井堰部分撤去(参考) 6号井堰撤去後_最深河床高

6号井堰直上流で約60cmの水位低下

(上流)

H16年台風23号洪水規模に対して、６号井堰を全撤去した場合、
堰直上流で水位が約60cm低下し、部分撤去の場合は、1cm未満。

○６号井堰の流下能力向上対策としては、
① 全撤去 ②突出部撤去が考えられる。

水位低減効果

堰下流の流速の変化6号井堰流下能力向上対策の方法

現況施設

① 全撤去 ② 突出部撤去

0.0 1.3 1.8 2.2 2.6 3.0 3.4 3.8 4.2 4.6 5.0
(m/s)

一の井堰 6号井堰

5号井堰

渡月橋
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流速約3.7m/s 

6号井堰付近
流速約5.2m/s 

6号井堰下流
流速約4.8m/s 

6号井堰存置
（=部分撤去）

最大流速発生箇所
（ 17.0k付近）
流速約6.2m/s 

一の井堰 6号井堰下流の左岸の
流速は大きく変わらない。

堰撤去前に比べて
流速が大きくなる

6号井堰撤去あり

6号井堰付近
流速約4.6m/s 

最大流速発生箇所
（ 17.0k付近）
流速約6.2m/s 

0.0 1.3 1.8 2.2 2.6 3.0 3.4 3.8 4.2 4.6 5.0
(m/s)

流速小さい 流速大きい

6号井堰
(撤去後)

5号井堰

17.4 k

16.2 k

6号井堰下流
流速約4.6m/s 
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流速約5.1m/s 
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（災害復旧）
中の島護岸復旧

（災害復旧）
嵯峨地区護岸復旧 （堆積土砂撤去）

6号井堰下流

（堆積土砂撤去）
渡月橋上下流

（堆積土砂撤去）
一の井堰上流

※１ 工事工程は予定であり、工事進捗状況により
平成27年度以降も実施する場合がある。

※２ 6号井堰下流の土砂撤去については、平成27
年度以降も実施予定。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

 一の井堰上流

 渡月橋上下流

 6号井堰下流

 舟着場護岸復旧

 中の島護岸復旧

 嵯峨地区護岸復旧

堆積土砂撤去

災害復旧箇所

工種
平成26年度（予定）

（土砂整正）実施済
一の井堰上流

（災害復旧）
舟着場護岸復旧

桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第５回）の概要（１／２）

渡
月
橋

約
19

0m

6号井堰平面図
6号井堰の平面図と構造図

H26.5撮影

構造図

(上流) (下流)

L=約40m

突出部 約60cm
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堰撤去により
湛水域が消失

河床が低下して
水面も低下

堰下流では堆積

桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第５回）の概要（２／２）

○6号井堰の流下能力向上対策については、堰撤去の早期着手に向け引き続き影響と
対策の詳細について検討していきます。

○水位情報提供などソフト面の対応についても、地元のご意見を踏まえて引き続き検討
していきます。

◆◆第５回委員会を受けて◆◆

左岸護岸付近※

構造物等の安定性の影響と対策
※左岸護岸付近以外に渡月橋や中の島護岸付近

の影響と対策を委員会に諮っています。

既設ブロックで敷設幅は満足しているが、既設ブロックが機能して
いるか今後調査を実施した上で、対策の必要性を検討。

湛水域の消失・水面の低下

○河床が低下することによる水面の見え方や澪筋
は、川の持つ摂理により変化していく事が想定
される。

→上記においては、中長期的な過程（今後の河川流
況等）において徐々に形成されていくものであり
予測が難しい。

嵐山地区の水位情報等の提供について

○嵐山地区は近年、H16台風23号、H23台風15号、
H25台風18号、H26台風11号と近10年間で４回
にわたり浸水が発生。

○嵐山地区は川幅が狭く、河床が浅いため、水位上
昇速度が速い。

○観光地のため、地元住民だけでなく、観光客の安全
確保も重要。

早めの避難行動、水防活動の必要性

→ 地元の方々や消防団等の方々の避難に関す
る判断や水防活動等に有益な情報発信として、
水位情報等の提供の充実についてご意見を
伺う

堰上流部への土砂堆積の抑制
堰上げが解消され、堰上流の流速が大きくなることで、土砂
が移動しやすくなると想定。

堰撤去前

堰上流部に土砂
堆積

 

6号井堰
土砂流入

堰による水位の急変

堰上下流で河床高の
落差が大きい

 

堰撤去後

撤去

堰上流は流
速が大きくな
り、河床が低
下する

堰下流へ土砂が移動し
深掘部等へ堆積する

土砂流入

6号井堰撤去による効果と影響（続き）

現況の澪筋が変化する可能性がある

澪筋の変化

ﾁｭｳｶﾞﾀｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ等が生息す
る堰直下の淵が消失する可能性
があるが、別の淵で生息は維持
される

6号井堰直下の淵

チュウガタスジシマドジョウ

床固ブロック

オオサンショウウオ

オオサンショウウオが生息す
る床固ブロックが撤去される
が、他の場所でも生息が確認
されているので堰撤去後も生
息は維持される

６号井堰

環境への影響
工事中は濁水の発生、澪筋の変化により魚類、底生動物等の
生息環境が一時的に撹乱されるものの、工事後の生息は維持
されると想定される。別途淀川環境委員会の審議を予定。

６号井堰

6号井堰撤去
により最大1.。

6号井堰撤去により
最大1.5m程度の河
床低下を想定。

左岸護岸 既設根固めブロック

約5～6m

最大1.5m程度の河床低下（長期）

水位の急変が緩和
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○第６回検討委員会では、６号井堰の撤去等についてご意見を頂きました。

既設護岸の根入れ等の調査概要と調査結果

桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第６回）の概要（１／３）

■左岸根固め工
・渡月橋直下流25mの区間において、根固め工の変更を確認。
・景観向上策を含めた対策を実施。

■中の島護岸（右岸）
・６号井堰上流の75m区間で、根入れ不足を確認。
・景観向上策を含めた対策を実施。

■渡月橋
・河川全幅で護床工の設置を確認。構造的な対策は不要であるが、景観向上策として護床工の増設を検討。
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桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第６回）の概要（２／３）

河床低下対策工（景観向上策含む）

６号井堰撤去後の河床低下量
６号井堰撤去に伴う河床低下量は、長期的評価に基づく
「最大1.7m程度」と想定。

６号井堰撤去に伴う河床低下対策工の実施範囲
既設護岸等の現地調査結果と６号井堰撤去に伴う河床
低下量を踏まえ、以下の範囲で対策を実施。

左右岸の河床低下対策工

自然石を用いた根固め工を設置。

① 整備前（現況）

※②は長期的評価に基づき最大1.7m程度河床が低下し
た状況を想定したものであり、6号井堰撤去後ただち
に上図の状況に変化するものではありません。

② 長期的評価に基づく河床低下後のイメージ

渡月橋における河床低下対策工

既設護床工の形状や色と調和した
護床工を増設。

６号井堰撤去後のイメージ(渡月橋下流左岸より) ６号井堰撤去後のイメージ(６号井堰下流左岸より)

① 整備前（現況）

② 長期的評価に基づく河床低下後のイメージ
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桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第６回）の概要（３／３）

6号井堰の撤去手順

嵐山地区河川整備に係る今後の検討体制について
【今後の進め方】
○第５回委員会（平成26年10月21日）にて出された「桂川嵐山地区河川整備計画に対する地元意見陳述、及び要望」

を受け、より様々な地元ニーズへの対応、調整を可能とするため、国、京都府、京都市が一体となって地元調整を行う。
○あわせて、河川整備検討委員会の事務局を国・京都府・京都市の三者とする。（規約を改正）
【地元意見陳述を受けた今後の体制】

○行政三者会（国・京都府・京都市）において、三者が連携・協働し地元意見をとりまとめ、検討委員会及び地元連絡会
への原案作成、報告を行う。

○「桂川嵐山地区河川整備地元連絡会」の中に「地元検討会（仮称）」を設置し、より良い嵐山地区の整備に向け、地元
主体で議論を行い、行政は議論に必要な資料・情報の提供などサポートを行う。
○なお、「検討委員会」と「地元連絡会」は情報共有だけでなく、行政三者会を通して意見交換等連携を図っていく。

○6号井堰の撤去に当たっては、河床低下対策工の具体的な材料選定や施工中の景
観への配慮など、工事実施に向け詳細に検討していきます。

○６号井堰の撤去に伴う自然環境への影響についても、淀川環境員会桂川検討部会
での審議を踏まえ、適切な対応を行います。

◆◆第６回委員会を受けて◆◆

６号井堰撤去に伴う自然環境への
影響について

（淀川環境員会 桂川検討部会の報告）
Yodogawa ¥¥¥¥

①定期横断測量
６号井堰撤去後の土砂堆積状況等につ

いて、測量成果により定量的に把握。
②目視点検

定期的な巡回により、渡月橋橋脚周辺
の洗掘状況や左右岸の根固めブロックの
変状を確認。
③定点写真撮影

定点において定期的に写真撮影を行い、
時系列で定性的に変化を把握。

○６号井堰撤去後の河道形状は、以下の
ような手法により、継続的にモニタリング
を実施。

嵐山地区における治水対策工事の施工ステップ

○平成27年度は6号井堰下流の河床掘削を実施。
○平成28年度出水期明けより工事着手し、12月までは6号井堰の左

岸側を先行して撤去し、1月から3月までに河床低下対策を行い、
平成29年出水期までに堰撤去を完成。

河道形状のモニタリング

■６号井堰撤去による影響を評価すべ
き重要種を選定するとともに、生息環
境の変化に影響を受ける可能性のある
生物種を抽出し、具体的な影響と対策
方法について検討していく必要がある。

■６号井堰及び周辺の根固めや床固めにブロックが乱積みされている場所など、大きな空隙がある空間
が生物等の貴重な生息場になっている可能性がある。このため、今後の環境調査時に、これらの空間の
生息状況調査を実施し、堰撤去による影響と対策を検討することが望ましい。

■湧水調査は、冬季のみでなく、春季及び夏季にも生物生息状況調査とともに実施することが望ましい。
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○第７回検討委員会では、これまでに実施した治水対策や地元との調整状況、
台風21号後の河道状況等について報告しました。

これまでの治水対策と地元調整状況

桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第７回）の概要

台風21号後の河道状況について

これまで実施した治水対策

堆積土砂撤去（H27完）

6号井堰撤去
（H29完）

台風21号時の水位低減効果（18.0k地点）

地元意見をふまえた今後の検討方針

６号井堰撤去後
（H29.6月）

台風21号後
（H29.11月）

H27.1月測量
H29.6月測量（６号井堰撤去後）
H29.11月測量（台風21号後）

最大で1.8m程度の
局所的な洗掘

左岸側の局所的な洗掘が発生し、
流路が固定化

台風21号後の渡月橋下流の河床変動 修景のための対策工

砂礫充填

自然石
金網かご

左岸溢水対策の検討状況（報告）

イメージ

・砂礫を充填し、表面に玉石を詰めたかごを設置。
・景観に配慮し、自然石を表面に設置。
・併せて、下流の河床整正を実施。

左岸溢水対策について、固定式パラペットや道路嵩上げと
いった従来の整備手法でなく、地元からの提案をふまえた
叩き台を提示しました。

歩道

50cm
程度

歩道

100cm
程度

（平常時）

（出水時）

計画高水位

○引き続き、地元意見をふまえながら嵐山
に相応しい整備について検討を進めます。

○罧原堤付近の中洲の発達や河岸侵食につ
いて、環境に配慮しながら対策を進めます。

○左岸溢水対策について、関係機関にも更
に幅広い意見を聴きながら、次回以降の委
員会で審議頂けるよう検討を進めます。

◆◆第７回委員会を受けて◆◆

中之島下流（罧原堤付近）の河道状況

流速（m/s）

罧原堤付近でピーク時に
6.5m/sを超える高速流が
発生しており、高速流対
策の検討が必要。

H25洪水を外力とした平面二次元流況解析結果


